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平成22 年３月末日基準の株主優待品（裸眼３Ｄ映像用モニター） 

の内容変更及び発送時期の再変更に関するお詫び 

 

この度、平成22 年３月末日基準の株主優待品に関する進捗のご報告が大変遅くなりました。

株主様には大変なご迷惑をおかけすることとなりましたことを深くお詫び申し上げます。 

平成22 年10月29日付で開示致しました「平成22 年３月末日基準の株主優待品『裸眼３Ｄ映像

用モニター』の発送時期変更及び平成22年９月末日基準の株主優待品『３Ｄデジタルフォトフレ

ーム』の詳細に関するお知らせ」においてお知らせした、平成22 年３月末日を割当基準の株主

優待として贈呈いたします「裸眼３Ｄ映像用モニター」につきまして、この度、優待品の発送物

及び発送時期に再変更が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．発送内容及び発送時期に再変更が生じた理由 

当社は、平成22 年８月２日付適時開示において、「一部部品の納品が遅延している」という

理由により、優待品の発送予定時期を「平成22 年８月中の発送」から「平成22 年10 月頃の発

送」に変更させていただきました。またさらに、平成22 年10月29日付適時開示において、当社

の部品調達計画に甘さがあったことや、優待品の製造に必要な一部の部品の入手が困難となって

いる状況が続いているため、納期が遅延している部品から入手可能な部品に切り替えるために、

回路基板の設計変更を行っている、という理由により、優待品の発送予定時期を「平成22 年10

月頃の発送」から「平成23 年１月下旬～平成23年２月中旬の発送」に変更させていただきまし

た。 

しかし、この度、本日開催の取締役会において、平成22年10月29日に公表いたしました平成22 

年３月末株主優待制度の内容につきまして、優待品の内容の変更を決議するとともに、発送時期

を再度、延期することとなりました。 

優待品の変更内容及びその延期の理由は、以下の通りでございます。 
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・ 優待品の製造に必要な回路基板については、一部の部品が入手困難なため生産できない状況

が続いていることから、現在、設計の変更を行っております。 

・ 優待品は当初、非売品としておりましたが、製品化（注１）を決定し、平成 23 年１月下旬

～２月中旬に発売する予定でした。そこで、当社は、これに合わせて株主優待品を製造し、

贈呈させて頂く予定でございました。しかし、製品化に向けての作業中において、３Ｄ映像

用モニターの広視野角化を実現するにあたり、①LED 光源の高輝度化作業、及び②放熱の設

計変更作業等にさらなる時間を要することが判明しました。 

（注１） こちらの詳細につきましては、平成 22年 10 月 29 日付適時開示資料「グラスフリ 

ー３Ｄ ＲＶモニター『REP101M110』（裸眼３Ｄ映像用モニター）の発売に関するお 

知らせ」をご参照ください。 

 

既存の製品ではなく、製品化計画のものを株主優待品として選定したことにより、株主優待品

の発送に大幅な遅れが生じてしまうという事態を招き、株主様には多大なるご迷惑をおかけする

こととなりました。ここで改めて、お詫び申し上げます。 

 

２．株主優待品の変更内容（下線部分が変更箇所） 

（１）優待品の内容 

「裸眼３Ｄ（立体）映像用モニター」 

３Ｄ用ＬＣＤモジュールを使用した３Ｄ映像用モニター（当社は平成23 年３月期

上半期より当モジュールを受注生産する予定） 

３Ｄ対応ブルーレイディスクプレーヤーに接続するか、またはコンピュータ上の

３Ｄ対応ソフトウエアを使用することによって、３Ｄ映像を見ることができます。

（２）優待品の主な仕様 

画面サイズ ：10.1インチ・ワイド 

画 素 数 ：1024×600 ドット 

入 力 信 号：ＨＤＭＩもしくはＤＶＩ－Ｄ 

音 声 出 力：スピーカー出力、およびイヤフォン出力 

（３）実勢価格 

変更前 

40,000 円相当 

変更後 QUOカード（40,000円分）の発送を予定しております。 

＊ 当初、予定しておりました株主優待品（裸眼３Ｄ（立体）映像用モニター）の実勢価格を40,000  

円相当と見込んでおりましたため、優待対象の株主様（平成22 年３月末日現在において、当 

社株主名簿に記載された株主様のうち所有株式数15 株以上の株主様）に対し、変更後の株主 

優待品であるQUOカード40,000円分を贈呈させて頂きます。 

＊ QUOカードはコンビニエンスストア・ファミリーレストラン・ガソリンスタンド・ドラッグ 

ストア・書店などでご利用いただける、全国共通の商品券（プリペイドカード）です。 
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３．発送時期の変更内容（下線部分が変更箇所） 

変更前 当該品発売（平成23 年１月下旬～２月中旬）前の発送を予定しております。

変更後 平成23 年３月中旬の発送を予定しております。 

 

４．これまでの当該優待品に関する変更内容およびその経緯 

（１）平成21 年12 月16 日付で発表した「株主優待の変更に関するお知らせ」での変更内容 

【変更前】平成21 年９月末日現在かつ平成21 年12 月末日現在において当社株式を10 株以上 

所有する株主様を対象として、優待品「裸眼３Ｄ立体映像用モニター」を贈呈 

【変更後】① 平成22 年３月末日現在において当社株式を10 株以上所有する株主様を対象と 

して、優待品「裸眼３Ｄ立体映像用モニター」を贈呈することに変更 

② 平成21 年９月末日現在かつ平成21 年12 月末日現在において当社株式を10 株 

以上所有する株主様にはＬＥＤ電球12 個（60Ｗ相当、電球色タイプおよび昼白色 

タイプを各６個）を贈呈 

（変更理由：高品質、高性能の製品開発を進めた結果、裸眼３Ｄ立体映像用モニターの開発期 

間が延長され、遅延が生じたため） 

 

（２）平成22 年３月24 日付で発表した「株主優待制度の概要及び変更に関するお知らせ」での 

変更内容 

【変更前】優待対象の株主：平成22 年３月末日現在において、当社株主名簿に記載された株 

主様のうち所有株式数10 株以上の方 

【変更後】優待対象の株主：平成22 年３月末日現在において、当社株主名簿に記載された株 

主様のうち所有株式数15 株以上の方 

（変更理由：開発を進めた結果、開発費用及び使用材料費の増額が生じ、当初の販売予定価 

格「29,800円」が「40,000 円相当」になったため、対象所有株式数を10 株以上 

から15 株以上に変更せざるを得なくなったため） 

 

（３）平成22 年８月２日付で発表した「株主優待品のデザインの確定、仕様及び発送時期の変

更、並びに当社設立10 周年記念『特別株主優待』の実施に関するお知らせ」での変更内容 

【変更前】発送時期：平成22 年８月中の発送を予定 

【変更後】発送時期：平成22 年10 月頃の発送を予定 

（変更理由：一部の部品について、電子部品メーカーからの納品が遅延したため） 

 

（４）平成22 年10月29日付で発表した「平成22年３月末日基準の株主優待品「裸眼３Ｄ映像用

モニター」の発送時期変更及び平成22年９月末日基準の株主優待品「３Ｄデジタルフォトフ

レーム」の詳細に関するお知らせ」での変更内容 

【変更前】発送時期：平成22 年10月頃の発送を予定 
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【変更後】発送時期：当該品発売（平成23 年１月下旬～２月中旬）前の発送を予定 

（変更理由：当社の部品調達計画に甘さがあったことや、優待品の製造に必要な一部の部品の 

入手が困難となっている状況が続いているため、納期が遅延している部品から入 

手可能な部品に切り替えるために、回路基板の設計変更を行ったため） 

 

５．今回の経緯について 

当社は、以前より株主様にお伝えしておりました、株主優待品発送予定日における「裸眼３Ｄ

（立体）映像用モニター」の発送を目指し、最善の努力をして参りました。しかし、当社と致し

ましては、これ以上、株主様にご迷惑をおかけすることができないと判断し、誠に遺憾ではあり

ますが、株主優待品の内容を当初予定の「裸眼３Ｄ（立体）映像用モニター」から｢QUOカード（４

万円分）｣に変更させて頂きました。 

「裸眼３Ｄ（立体）映像用モニター」を楽しみにされておりました株主様の期待に背く形とな

り、誠に申し訳ございません。 

 株主優待品に関しましては、度重なる変更により、株主様には多大なるご迷惑をおかけしてお

ります。今後はこのような事態を招かぬよう、役員ならびに従業員一同 一丸となって、業務に

取り組んでいく所存です。なお、製造販売を予定しております「裸眼３Ｄ（立体）映像用モニタ

ー」に関しましては、引き続き、株主様のご期待にそえるよう、製品化及び受注生産体制の確立

に向け、邁進してまいります。 

 今回の株主優待内容の変更におきまして、株主様にご迷惑をおかけいたしましたことを深くお

詫び申し上げます。何卒ご理解を賜わり、引き続き弊社をご支援いただきますよう、よろしくお

願い申し上げます。 

以上 


